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児童の身体的要因を踏まえた陸上運動の授業づくりの研究
A study on development of track and field classes based on  
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表１　小学生の「身長」と「立ち幅跳び」との関係















































② 2 年生男子、2 年生女子
③ 4 年生男子、4 年生女子
④ 5 年生男子、5 年生女子
⑤ 6 年生女子
こうした結果からは、「ストライド」の高学年
からの増加は認められたが、 他の身体的（体力
的）要因との相関関係はあまり高くなく、むしろ
「立ち幅跳び」と「50ｍ走」との相関関係が高い
ことが示された。
Ⅳ．ま　と　め
本研究の結果は以下のようにまとめることがで
きる。
① 「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」、「50ｍ走」
は、おおむね学年ごとに数値が向上し、男女に
大きな差が見られない。
② 「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」は、小
学校段階ではほぼ同じ数値を示しているが、小
学校高学年からは「身長」よりも「立ち幅跳び」
と「ストライド」の数値が高くなることが示さ
れた。
③ 「ストライド」と他の項目との相関は一部の学
年と一部の項目以外は顕著に見られず、むしろ
「立ち幅跳び」と「50ｍ走」との相関が高いこ
とが示された。
これらの内容は、陸上運動の授業づくりに次の
ように手がかりを与えることができると思われ
る。
① 小学校段階では、「身長」、「立ち幅跳び」、「ス
トライド」はほぼ同じ数値を示すことから、
例えば、走り幅跳びの目標記録の設定につい
ては、「立ち幅跳びの2倍跳ぶこと」に加えて、
「自分の身長の 2 倍を跳ぶこと」なども設定
できる。
② 「ハードル走」でのインターバルの長さの設
定に「自分の身長の 4 倍」などを活用するこ
とができる。
③ 小学校高学年からは、「立ち幅跳び」と「ス
トライド」が身長の数値を上回ることから、
児童の「体力要因」の伸びが大きくなること
が推測される。こうした発達の特徴的な傾向
は、「走ること」や「跳ぶこと」の指導の適
した時期を示唆している。
なお、本研究では各要因の細かな分析（例えば、
「ストライド」の値が「身長」よりも高い児童は
どのような身体的な特徴があるか、など）は行う
ことができなかった。
「身長」、「立ち幅跳び」、「ストライド」、「50ｍ
走」の各関係などの精緻な分析は今後の研究の課
題である。
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